


































































































Seto Il IV VI ViI
CGI*K*MQSTVa 1 2 3 4 5 6 7
ADEP 1 2 3 4 5 6
N 1 2 3 5 4 6 7
氏 1 2 3 4 5 6
f 1 2 3 4 5 6
Ⅹ 1 2 3
H 1
P(razo) 1































































































































































































no puesc me uer
e no deu ges desplazer
ムーザはこの行を、 cvfに従い、
CV (non) f + Mouzat




































































































































































SergioVatteroni,ォPerlostudiodeiLiederbiichertrobadorici:I.PeireCardenal;II.Gauc mFa ditサ,inCultu a
98
NeolαUna, t.58.1998, pp.7-89.
注
(1)MarcBLOCH,Lαsocietefeodale,Paris,AlbinMichel,1939-1940,2vols.,t.I,p.229堀込庸三監訳『封建社会』、
岩波書店、1995,p.189];cf.Hollyman,p.165etp.28
(2)以下、ガウセルムの作品の指示はPCの番号により、場合によってMを付してムーザの校訂版での作品番
号を示すPL(-PetitLevy)などの略号については、瀬戸『トルバドウール詞華集』(大学書林、2003)、
pp.xix-xxivを参照されたい。
(3)ガウセルムが、サヴァリック・デ・マウレオン、ウック・デ・ラ・バカラリアと3人で交わしたパルティ
メンについては瀬戸「愛にかんする三つの命題一中世フランスのジュー・パルティについて-JinEtudes
Francoises(早稲田フランス語フランス文学論集)、t.l,1994,pp.1-22;NaohikoSeto,ォSurunevariantedu
ms.Cdansletoγ蝣neyamenproposeparSavaricdeMauleon》,inProceedingsoftheSeventhNatior,石al
conference07乙OccitanLanguageandLiterature,19"-2(f'Apri11994,DepartmentofFrench,Royal
Holloway,UniversityofLondon,1994,pp.34-46.を参照。これには本稿であつかう作品と同じく、トルナ-ダ
で「マリア夫人」(MariadeVentadorn)への呼びかけがある。
(4)Diez,RobertMeyer,V.C esciniらは、第4回十字軍にのみ参加したとみなしていたが、ムーザはサラディ
ン(1138-1193)の存命中でなくてはありえない記述がガウセルムの十字軍歌にあることから、第3回のそれ
にも加わったに違いないとしている(Mouzat,1965,pp.456-457)。
(5)主として以下による:Mouzat,1965,pp.25-41;id.,ォDunouveau(_)サ,1971;Lemaitre,1978,pp.225-226
GRLMA,volll,t.l.fasc.7 pp.100-107.
(6)1989年にSlatkine社よりリプリント版が出ている。これは608ページまでが1965年の版の復刻であり、残
りの100ページあまり(pp.609-720)は、ムーザの別の3論文を付加したもの(《Dunouveausurle
troubadourlimousinGaucelmFaidit》(1971,pp.610-616);く:GuilhemPeiredeCazals,troubadourduXIIIsi白cle,
editioncritiqueettraduction》(1954,pp.617-686);ォCeldeTintinhac,introductionえArnautdeTintinhac,
troubadourlimousinサ(1956,pp.687-720))065年版への39箇所のerrataは有益だが、訂正すべき箇所はその
何倍もあるだろう。
(7)各作品を、作られた年代順に並べる方法の-変種といえる。瀬戸「作家主義か作品主義か-ペイレ・ヴイ
ダルの拝情詩の並べかたについて-」『比較文学年誌』(早稲田大学比較文学研究室),t.43,2007,pp.1-15.を
参照されたい。
(8)≪(…)lescaractとresetlesdefautsdeseditionsdeMouzatetdeKolsenlesrendentinutilisablespourune
r(きeditionde1αuvredeGcFaidetobhgentareprendredudebutdetravaildecollationetdecomparaisonentre
lesmanuscrits.サ(W.Meliga,2001,p.236)cなお、各写本による詩人の作品の収録順序から、オリジナルの
テクストにさかのぼろうとするヴァッテロニ氏が、ガウセルムの作品についてもその調査の一端を発表して
いる(S.Vatteroni,1998,pp.46-85)。本稿ではこの研究に触れることはできない。
(9)Ed.Boutiere-Schutz,1964,pp.180-184.ENTR写本により伝えられている。このrazo(c)は、別の2作
品(PC167,43et59)のrazo(b)(ed.Bouti瓦re-Schutz,pp.274-279)の冒頭を変えただけで、ほぼ同じ筋
書きである(cf.Mouzat,1965,p.342;Jeanroy,Lapoesielyriquedestroubadours,1934,t.I,p.122,n.3)c
(10)Cf.∈d.Mouzat,p.454etp.458.
(ll)ムーザの<laforfaiturequejenel山demandepasdebaisersnidecoucher(presd'elle)サという解釈では、
誓いの内容がw.16-20で述べられているガウセルムの自負とのあいだに矛盾が生じてはいないだろうか。
(12)Mouzat,1965,p.157;瀬戸「ペイレ・ヴイダルのパレスチナの歌-baiservoleのモチーフを中心にして-」、
inEtudesFrancaises(早稲田フランス語フランス文学論集),t.14,2007,pp.1-33、とくにp.24を参照。
(13)Cf.Hollyman,pp.120-122;MarcBloch,op.cit.,t.I,p.249[堀米庸三監訳p.205】;Cropp,p.475.
(14)ここのテクストは、senhoratge(CEPR),seignoratge,(AKV)seignorage(DN),segnoratge(G)、
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segnorage(R),senoraie(T),seinghoraie(I),segnioratge(a),seinhorage(Mf),signorage(Q)と綴りはさ
まざまである。また中世ラテン語における意味については:DuCange7,421-422;Niermeyer2,pp.1250-1251
(SENIORATICUS,SENIORATUS,SENIORIA)。cf.FEWll,450a:Apr.senhoratge,,partdelion"(ca1200),
..prerogative,preponderance"(2.halfte12.jh;ca1200,KolsenBeitr178[=PC406,31,v.29,,Vorrang"】)(…)apr.
senhoratge(1265)(n.19:Cout.Aurillac1265,nacheinerabschriftvon1517).
(15)「若さ」に精神性を認めて肯定的な価値を認めたのは南仏の拝情詩人たちであった。デュビは当時の文学
テクストから、「若い」という形容が騎士叙任から結婚するまでの貴族、一家の主人となる前の、あるいは
主人になりえない長子以外の男子(宮廷風文学にもっとも親しんだであろう層)に適用されたことを指摘し
ている(GeorgesDuby,ォAuXIIsiとcle:les"jeunes"danslasocietearistocratiqueサ,inAnnales,Economies,
Societes,Civilisations,t.19,1964,pp.835-846.
(16)chansondechangeについては、ErichKOhlerの未完の遺稿:くく,,Vers"und,,Kanzone",inGRLMA,volumeII,
t.l,fascicule3(Heidelberg,CarlWinterJ987),pp.45-176中の、第5章の4:Abschiedslied(別れの歌)を論じ
た部分(とくにp.103,とp.171)ならびにCh.Leube-Fey,BildundFunktioγちpp.74-84;R.ArcheretIsabel
DeRiquer,Contnalasrnujeres,pp.25-28.が詳しい。
(17)Mouzat,1965,p.342.
(18)「ジヤウフレ・リュデルの≪災厄の記"-第4歌の-解釈」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』t.43-2,
1998,pp.25-44;NaohikoSeto,《HistoriacalamitatumdeJaufreRudelサ,inLaFranceLatine,t.129,1999,pp.
211-234.
(19)Cf.Ch.Leube-Fey,p.100.
